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ジ

ャ
ー
タ
カ
五
四
七
話

の
う
ち
約

一
一
〇
話

の

A
t
t
h
a
k
a
t
h
a

部

分
に
仙
人

(
isi)

が
登
場
す
る
。

同

一
人
物
が
仙
人
と
も
行
者

(
ta
p
a
sa
)

と
も
呼

ば

れ

る
例

が
多

い
が
、

こ
こ
で
は

A
t
t
h
a
k
a
t
h
a

中
で
仙

人
と
さ
れ
て

か
る
人
物

の

例

を
中

心
に
考
察
す

る
。

1

出

家
前

彼

ら

の
出
家
前

の
階

級

・
職
業
が
記
さ
れ
て

い
る
事
例

の
う
ち
約
七
割
が
バ

ラ

モ
ン
で
約

一
割

が
王
、

一
割
弱

が
王
子
で
あ
る
。

そ

の
他
王
妃

・
長
者

・
陶

師

・
理
髪
師

・
猟
師

の
子
、

チ
ャ

ン
ダ
ー

ラ
な
ど

の
例
が
あ
る
。

I
I
出
家

1
、
年
齢

出
家

の
時
期

は
十

六
才

か
ら
両
親

の
死
後
、
息

子

の
生

れ

た

時
、
妻

の
死

後
、
息

子
の
歩

き
始

め
た
時
、
頭

に
白
髪

の
は
え
た
時

ま

で

い
ろ

い
ろ

で
あ

る
。2

、
機
縁

出
家

の
理
由

と
し
て
は

「
諸
欲

の
過
患

(
と
出
離

の
利
益
)
を
見
て
」
出
家

す

る
例

が
多

い
。
両
親

の
死

に
よ

つ
て
宗
教
心
を
起
し

て
出
家
し
た
例
や
病
気

が
直

つ
て
出
家

し
た
例

も
あ
る
。

3
、
出
家

王
に
出
家

の
許
可
を
求

め
る
例
は
数
例

の
み
で
あ

る
。
出
家
す
る
時
は
財
産

は
人

々
に
布
施
し
、
事
物
と
煩
悩

の
諸
欲

を
捨

て
て
出
家
す

る
。
行
者

の
も
と

で
仙
人
出
家
を
し

た
例
も
あ
る
が
、

一
般

的
に
は
仙
人
出
家

で
は
特

に
誰

か
に

つ
く
必
要

は
な
か

つ
た
よ
う
で
あ
る
。

II

彦

丁

1
、
修
行
地

仙

人
が
修
行
す

る
所
は
山
岳
、
森
林
、
川
や
池

の
近
く
、
都
市

・
町

・
村

の

近
く
、
国
境
、

王
園

な
ど

で
あ
る
。
山
岳

(特

に

ヒ
マ
ラ

ヤ
)

で
出
家
修
行
す

る
例

が
多

い
。

2
、
庵

庵

に
は
細

い
道

が
通

じ
、
近
く

に
は
す
池
、
水
浴
場
、
井
戸
が
あ
る
例

が
あ

る
。
便

所
は
川
屋

で
は
な
か

つ
た
よ
う
だ
。
庵

の
中
に
は
水
が
め
、
臥
床
木
や

板

で
で
き
た
し
き
も

の
な
ど
が
あ

る
。

3
、
衣
服

仙
人
は
髪
を
結
び
、
〔赤

い
〕
樹

皮
の
衣
を

上
下

に

つ
け
、
獣
皮

を

二
肩

に

か
け
る
。

4
、
持
物

持
物
に
は
杖

・
天
秤
棒

・
水
瓶

・
坐
具

・
楊
枝

・
托
鉢

の
器

・
小
刀
な
ど
が

あ
る
。

5
、
食
物

食
物

は
朝

に
森

の
草
木

の
根
や
果
実
を
集

め
に
出

て
夕

方
に
持

ち
帰
る
。
落

ち

て
い
る
果
実
を
食

べ
、
生
存
に
必
要
な
だ
け
を
食

べ
た
。
例

え
ば

マ
ン
ゴ
ー

や

ニ
グ

ロ
ー
ダ

の
実
、
蓮
根
を
食

べ
て
い
る
。
木

の
葉

や
花

・
樹

皮
を
食

べ
た

例
も
あ

る
。
も

み
で
包
ま
れ
た
も

の

(
=
穀

物
?
)

は
食

べ
な
い
者
も

い
た
。

塩
け

の
も

の
は
取

つ
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、
宗
教

的
理
由

が
あ
る

の
か
ど
う
か

は
不

明
で
あ
る
。
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6
、
修
行

・
能
力

仙
人

の
行
な
う
修
行
と
そ
れ
に
よ

つ
て
得

る
能
力

に
は
遍

の
準
備
定
、

〔
五
〕

神
通
、

〔八
〕
等
至
、
禅
定
、

ヨ
ー
ガ
、
苦
行
、
慈
な
ど
が
あ

る
。

a
、
禅
定

禅
定

は

「
神
通
力

の
基
礎

と
な
る
も

の
」

で
あ
る

と
同
時
に
そ
れ
自
体

が

一

種
の
神
秘
的
な
力
を
表
わ
す
と
思

わ
れ
る
。

女
に
対

し
て
煩
悩

を
起
し
た
り
、

心
が
執
着

し
た
り
、
破
戒
行
為
を
行
な

つ
た
り
す
る

と
禅
定
が
消
え
、
禅

定
を

失
う

と
空
が
飛

べ
な
く
な
る
。
し
か
し
愛
欲
を
捨

て

さ
り
、
又

は

遍

を

行

な

い
、
又

は
四
梵
住
を
行
な
う
と
再

び
禅

定
を
得

て
空

を
飛

べ
る
よ
う
に
な
る
。

b
、
苦
行

仙
人

の
中
に
は
激
し

い
苦

行
を
行
じ
る
者
も
い
る
が
、
彼
ら
は
ま
た
禅
定
も

獲
得
し

て
い
る
点
か
ら
見
て
仙
人
に
と

つ
て
は
苦
行

と
禅
定

は
二
者
択

一
的
な

も

の
で
は
な
か

つ
た
事
が
分
か
る
。

7
、
事
火

仙

人

の
庵

に
は
火
を
扱

う
所
が
あ
る
が
、
祭
火
を
捨

て
て
仙
人
出
家
を
し

た

例
も
見
ら
れ
る
。

一
四
四
話

と

一
六
二
話

の
例
で
見

る
と
、
祭
火
は
家
庭
生
活

と
対

立
し
、

森
林
に
住
ん
で
梵
天
界

へ
生
じ
る
事
を

目
的
と
す
る
。
両
例
と
も

仙
人
出
家

し
て
か
ら
神
通

と
等
至
を
獲
得
し
て
梵
天
界

へ
生

じ
て
い
る
点
か
ら

見
て
、
神
通

・
等
至

な
ど
の
獲
得

が
仙

人
の
特
色

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

IV

出
山
遊
行

雨
期

に
な
る

と
草
木

の
根
や
果
実

は
得

に
く
く
な
り
、
仙
人
は
山
を
出
て
遊

行
す
る
。
遊
行

の
目
的

は

「
塩
け

の
も

の
と
酸

つ
ば

い
も

の
」
を
求
め
て
で
あ

る
。
そ
う
す
れ
ば
体
も
丈
夫

に
な

る
し
、
「
持
戒
者

に
施
食
を
与

え

礼
拝

す

る

者
は
天
界

へ
行
く
」

か
ら

で
あ

る
。

つ
ま
り
栄
養
を

つ
け
て
体
力
を
回
復
さ

せ

る
た
め
と
人

々
の
要
求
に
応

え
る
た
め

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

出
山
し
て
雨
期
を
す
ご
す
所
は
村

の
近
く

の
場
合
も
あ
る
が
多

く
は

バ
ー

ラ

ー

ナ
シ
ー
や

ラ
ー
ジ

ャ
ガ

ハ
な
ど

の
都
市

の
近
く

の
王
園

で
あ
る
。
山
か
ら
降

り

て
き
て
王
園
に

一
泊

し
、
翌
日
身

な
り
を
正
し
て
城
内
を
托
鉢
に
ま

わ
る
。

王
や
長
者
な
ど
が
食
事
な
ど
を
提
供
す
る
例
も
多

い
。
庵

に
住
む
事
も
あ
り
、

た
だ
木

の
根
元
に

い
る
事
も
あ
る
。
人

々
は
彼

ら
に
布
施
を
し

て
随
喜

の
語

と

説
法
を
期
待
し
、
問

い
を
出
す
。

雨
期
が
終
り
、
山
に
花
が
咲
き
実
を
結
ん
だ
頃
、
ま
た
は
何
年
か

王
園

で
過

し
た
後
、
再
び
山

へ
戻
る
。
年
を
と

つ
た
仙

人
は
そ
の
ま
ま
王
園

に
留

る
場
合

も

あ
る
。V

死
後

仙

人
は
死
後
帝
釈
天

と
な

つ
た

一
例
、

チ

ャ
ン
ダ
ー
ラ
出
身

の
仙

人
が
鹿

の

胎

に
生
れ
た

一
例
、
三
十

三
天

に
生

れ
て
帝
釈
天
に
生
れ
て

い
る
王

の
妻

と
な

つ
た
后

の

一
例
を
除

い
て
す

べ
て
梵
天
界

に
生
れ

て
い
る
。

W

そ
の
他

の
問
題

仙

人
と
女

a
、
仙

人
と
女

前
述

の
如
く
、
仙
人
が
女

に
執
着

し
た
り
、
煩
悩

を
起
し
た
り
、
破

戒
行
為

を
す
る
と
禅
定
を
失
う
が
、
永
遠

に
失
う

の
で
は
な
く
、
取

り
戻

す
事
が

で
き

る
。
ま
た

「
女

と
い
う
も

の
は
出
家
者
＼
梵
行
者
に
と

つ
て
垢

で
あ
る
」
と
も

言
わ
れ
る
。
夫
婦

で
出
家

し
た
場
合

で
も
庵
や
経
行
処
は
別

々
で
必
要

な
時
以

外
は
会
わ
な
い
。

b
、
女
仙
人

仙
人
は
ほ
と
ん
ど
男

で
あ

る
が
、
女
仙
人
も

わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
。
四

五
八
話
と
五
三
九
話

の
二
例

で
は
后

が
都
市

の
園
林

で
仙
人
出

家
し
、
山
岳
修

行

は
し
て
い
な
い
。

(
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学
院
)
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